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1．はじめに

　Task 1 Strategic PV Analysis & Outreach（太陽
光発電に関する戦略的分析と普及）（以下，「タスク
1」と記す）は，国際エネルギー機関・太陽光発電
システム研究協力プログラム（IEA PVPS）の広範
な目標を達成するために国際協力活動を実施してい
る．本稿では，タスク 1 による国際協力活動につい
て述べると共に，最近の成果物である「Snapshot of 
Global PV Markets 2021」の概要を紹介する．

2．タスク 1 の目的と参加国

2.1.　タスク 1 の目的
　タスク 1 は，太陽光発電のコスト低減への貢献，
太陽光発電システムのポテンシャルと価値に関する
認識の向上，技術的及び非技術的障壁の克服の推進，
技術的協力活動の強化等，IEA PVPS の広範な目標
を支援するための活動を 1993 年から展開している．
タスク 1 の目標は，太陽光発電システムの技術的，
経済的，環境的及び社会的な側面に関する情報の交
換と普及を促進することである．
2.2.　タスク 1 の加盟国
　タスク 1 は特定の技術に関する活動を展開してい
る他のタスクとは異なり，IEA PVPS の全加盟国及
び加盟機関の専門家がメンバーとなっている．表 1
に加盟国と専門家の所属機関を示す．代表（Operating 
Agent）は，ベルリン・Becquerel Institute・Gaetan 
Masson 氏が務めている．副代表は，株式会社　資
源総合システム・貝塚泉が務めている．

3．タスク 1 の国際協力活動

3.1.　国際協力活動の概要
　タスク 1 は，太陽光発電市場及び産業や普及政策
を分析し，課題や先進的な知見を特定している．加
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統計として利用されている．なお，Snapshot of 
Global PV Markets 及 び Trends in Photovoltaic 
Applications の日本語版は NEDO ウェブサイトで
公開されている．
　上述の定期刊行物のほかにタスク 1 では，特定
テーマに関する報告書も刊行している．2020 年 12
月には，タスク 14 との共同報告書「太陽光発電シ
ステムの登録スキームとの系統連系のためのデータ
モ デ ル 及 び デ ー タ 獲 得（Data Model and Data 
Acquisition for PV Registration Schemes and Grid 
Connection – Best Practice and Recommendations）」
を発刊した．また，イタリアの専門家を中心に
2016 年に発刊した「太陽光発電の自家消費に関す
る政策の概要と分析（Review and Analysis of PV 
Self-Consumption Policies）」の更新版の作成に取り
組んでいる．更新版では地域での共同自家消費や集
合住宅などでの複数需要家による自家消費など，最
近の新たな自家消費モデルにも重点を置いている．
3.3.　サブタスク 2：シンクタンク活動
　タスク 1 は，IEA PVPS プログラムにおけるシン
クタンクの役割も果たしている．執行委員会及び他
のタスクの要請に基づいて，新たなトピックへの取
組みの方向性やコンテンツの改良について助言や支
援を提供している．この一環で，今後の太陽光発電
の重要な普及要因となるトピックや課題について議
論するワークショップを企画している．2020 年 9
月 に は， 第 37 回 欧 州 太 陽 光 発 電 国 際 会 議

（EUPVSEC-37）において開催したワークショップ
においてコーポレート PPA と称される発電事業者
による需要家への電力供給に関するセッションを企
画した．また，新たなタスク活動が開始される場合
には，活動計画に対して助言するなどタスク 1 の専
門性を活かして，IEA PVPS の活動に貢献している．
3.4.　サブタスク 3：情報の普及に関する活動
　タスク 1 は，IEA PVPS の広報的な役割も担って
いる．この活動において最も重点的に実施している
のは情報の普及や意見交換の場としてのワーク
ショップの企画と実施であり，主たる太陽光発電の
国際会議や展示会等の機会に特定のテーマのもとで
ワークショップを開催している．
　最近では，前述のように 2020 年 9 月に EUPVSEC
-37 において併催イベントとしてワークショップ「太
陽光発電応用の新たな動向：エネルギーコミュニ
ティにおける自家消費ビジネスモデルと電力事業用
太陽光発電のためのコーポレート PPA の利用」と
題したワークショップをオンラインで開催した．

盟国を中心に世界の太陽光発電の普及状況について
は，太陽光発電システムの設置容量や初期コストな
どの情報を収集し，成果物として報告書にまとめ，
IEA PVPS のウェブサイトやワークショップを通し
て情報を普及する活動を行っている．さらに，IEA 
PVPS のシンクタンクとしての役割も担っている．
具体的には，つぎに示す 4 つのサブタスク活動を実
施している．
3.2.　サブタスク 1：市場，政策及び産業に関す
るデータ収集及び分析の概要
　タスク 1 は，太陽光発電の発展状況を把握し，導
入要因や普及政策の分析を実施，様々なステイクホ
ルダーに対して重要な動向を提供することを目指し
ている．このため，各国の太陽光発電システムの年
間導入量，累積導入量，産業動向，支援施策等の情
報を収集して世界における太陽光発電動向に関する
報告書である「Snapshot of Global PV Markets（速
報 報 告 書 ）」 及 び「Trends in Photovoltaic 
Applications（動向報告書，Trends Report）」を刊行
している．両報告書の表紙を図 1 に示す．
　Snapshot of Global PV Markets は，前年の世界に
おける太陽光発電システムの導入量速報値をまとめ
た速報報告書であり，例年 4 月に発表している．本
稿では，4 の項において，内容を紹介する．Trends 
Report は前年の太陽光発電に関する詳細報告書で
あり，例年，下期に発表している．同報告書は，各
国の専門家が提出する「National Survey Report（国
内調査報告書）」をベースにしている．これらの報
告書は，すべて IEA PVPS の公式ウェブサイト

（https://iea-pvps.org/）でダウンロード可能となっ
ている．タスク 1 の統計情報は，政府による再生可
能エネルギー政策の策定や太陽光発電の産業団体が
策定するロードマップ等で引用されており，公的な

図 1　IEA PVPS タスク 1 による年間報告書
　 　左：Trends in Photovoltaic Applications 2020
　 　右：Snapshot of Global PV Markets 2021
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大となっている．
4.3.　2020 年の導入量上位 10 ヶ国
　表 2 に 2020 年の年間導入量上位 10 ヶ国と導入量
を示す．首位である中国は 2 年連続で市場が縮小し
た後，再び成長し，2020 年には世界市場の 35％に
相当する 48.2GW を導入した．第 2 位の米国は，市
場が成長して 19.2GW を導入した．続くベトナムは
11GW を導入した．フィードイン・タリフ制度の稼
働期限が設定されていたことで，短期間で大きな導
入があった．日本は 2018 年及び 2019 年と比較して
市場規模が拡大し，8.2GW を導入し第 4 位となった．
　その他の国々では，市場が大幅に縮小したインド

（約 4.4GW）を除いて顕著な変化はみられなかった．
インド市場の縮小の主な要因は，不確実性や規制で
あるが，一方で政府目標は高いままである．韓国（成
長）及びオーストラリア（安定）はそれぞれ約 4.1GW
を導入し，ブラジルは 3.1GW を導入して中南米で
最もダイナミックな市場に成長している．EU 加盟
国では，ドイツは約 4.9GW を導入して引き続き市
場が拡大し，オランダは前年の 3.4GW に続いて
3.0GW という大量導入を果たした．
　2019 年と同様，2020 年には，太陽光発電システ
ム年間導入量上位 10 ヶ国全てが 3GW 以上を導入
した（2018 年：1.5GW）．
　過去数年間に相当量の太陽光発電システムを導入
した国のなかには，フランス，メキシコ，トルコ等，
年間導入量の上位 10 ヶ国から外れた国も複数ある．
これらの国では，市場が大きく成長したものの，上
位 10 ヶ国入りできる導入量には届かなかった．

2020 年 11 月には，韓国・済州島でオフライン / オ
ンラインで開催された第 30 回太陽光発電国際会議

（PVSEC-30）において，「エネルギー転換を進める
太陽光発電：最新動向及び革新的動向」と題したワー
クショップを開催した．このほか，タスク 1 は，
ニュースレターの提供や PVPS ウェブサイトの管理
等にも携わっている．
3.5.　サブタスク 4：協力活動
　タスク 1 は，IEA PVPS 以外の組織，具体的には
IEA 及び関連する他機関との協力活動も実施して
いる．IEA に対しては太陽光発電の世界導入量や
太陽光発電システムのコストデータ，太陽電池モ
ジュールの価格データ等を提供している．IEA の
他の研究協力プログラム，国際再生可能エネルギー
機関（IRENA），国際太陽エネルギー学会（ISES）
及び REN21 などとも協力関係を構築している．

4.　Snapshot of Global PV Markets 
2021 による 2020 年の世界の太陽光発電
の市場動向

4.1.　報告書「Snapshot of Global PV Markets 
2021」の概要
　太陽光発電市場の発展状況を分析するためには，
導入量をはじめとしたファクトデータを正確に把握
することが重要である．タスク 1 では，報告書

「Snapshot of Global PV Markets」を各国の専門家
と共に作成して，前年の太陽光発電の導入量速報値
をはじめとした統計情報を提供している．各国の導
入量は太陽電池モジュールの容量（DC 容量）で報
告することで統一している．導入量の確定値及び詳
細 な 動 向 分 析 結 果 は，「Trends in Photovoltaic 
Applications」で報告している．本稿では，タスク
1 の活動成果の具体的事例として 2021 年 4 月に発
刊された「Snapshot of Global PV Markets 2021」の
概要を以下に示す．また，報告書全体の注目動向を
図 2 に示す．
4.2.　2020 年の世界導入量
　2020 年に世界では少なくとも 139.4GW（DC）の
太陽光発電システムが稼働を開始した．2021 年 4
月時点で世界における 2020 年末時点の累積導入量
は，約 760GW（DC）である．2020 年に太陽光発電
システムの年間導入量が 1GW を超えた国は，少な
くとも 20 ヶ国あった．累積導入量が 10GW を超え
ている国は 14 ヶ国，40GW を超えている国は 5 ヶ
国である．中国の累積導入量は 253.4GW で世界最

表 2　 2020 年の年間導入量速報値上位 10 ヶ国

順位 国名 導入量（GW（DC））

1 中国 48.2GW 

2 米国 19.2GW 

3 ベトナム 11.1GW 

4 日本 8.2GW 

5 ドイツ 4.9GW 

6 インド 4.4GW 

7 オーストラリア 4.1GW 

8 韓国 4.1GW 

9 ブラジル 3.1GW 

10 オランダ 3GW 



太陽エネルギー－ 11 －

Task 1；太陽光発電に関する戦略的分析と普及

Vol.47. No.4

図 2　2020 年の太陽光発電に関する注目動向
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5.　終わりに

　IEA は，エネルギー見通しを示す年次報告「World 
Energy Outlook 2020」を 2020 年 10 月に発刊し，
この中で，2030 年の世界の太陽光発電累積導入量
が，公表政策シナリオで 2,019GW，持続可能発展シ
ナリオで 3,125GW へと大幅に拡大することを予測
し，太陽光発電を 2020 年代における電力供給源増
強の「KING」と位置付けている．太陽光発電は脱
炭素化において大きな役割を果たすと考えられる．
タスク 1 は，今後も太陽光発電の市場発展の状況を
分析し，さらなる普及を促進するために国際協力活
動を継続していく計画である．今後開催するワーク
ショップの情報や刊行する報告書などの告知は，公
式ウェブサイトを参照されたい．
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4.4.　太陽光発電システムの市場分野別導入動向
　図 3 に 2020 年に導入された太陽光発電システム
の市場分野別の導入量の推移を示す．速報データに
よれば，2020 年の電力事業規模太陽光発電市場は
2019 年比で絶対値は微増した．しかし，屋根設置
型太陽光発電市場の拡大がより顕著であったため，
相対的にはシェアが減少した．2020 年の屋根設置
型太陽光発電市場拡大の主な要因は，ベトナム市場
の強力な成長と，オーストラリア，ドイツ，米国の
一定の市場成長であった．
　この他，電力事業用市場に加えて水上設置型太陽
光発電システムが導入され，市場は多様化に向かい
始めた．建築分野では，建物一体型太陽光発電

（BIPV）システムが導入されはじめている．その他，
農業用太陽光発電などの新興分野は，まだ顕著な市
場になっていない．技術面では，両面受光型太陽電
池モジュールの普及が始まるなど，いくつかの注目
すべき進展が見られた．
4.5.　 太陽光発電の電力におけるシェアと脱炭素

化への貢献
   タスク 1 では，各国の日射量及び年末時点での累
積導入量から太陽光発電の理論発電量を求め，電力
における太陽光発電のシェアを理論的に分析してい
る．2020 年末時点では，太陽光発電は世界の電力
需要の約3.7％を占めていたと考えられる．ホンジュ
ラス，オーストラリア，ドイツ，ギリシャ，チリ，
スペイン，オランダ，イタリア，日本，イスラエル，
ベルギー，インド，中国及びトルコは，理論的には
それぞれ国内の年間電力需要の 5％以上を太陽光発
電によって賄うのに充分な容量の太陽光発電システ
ムを保有している．
　エネルギー・ミックスの脱炭素化における太陽光
発電の貢献も進展しており，太陽光発電により 8.75
億 tCO2-eq もの排出削減を達成したと考えられる．

図 3　 太陽光発電システム市場分野別年間導入量の推移
（2011～2020 年）（単位：GW（DC））
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